
第2回全日本ペイントプロテクションフィルム選手権2023
[同時開催]第1回チームカーラッピングコンテスト2023

開催期日：2023年11月23日（木）〜26日（日） 4日間

開催場所：ポートメッセなごや

主催：中部経済新聞社、TOKAI RADIO、中日新聞社、中日スポーツ、東海テレビ放送

運営：一般社団法人 日本カーラッピング協会

名古屋モビリティショー2023



目的と効果

▪ 日本カーラッピング協会（以下JCWA）では2019年
に名古屋モーターショー内、2021年にサインアンドディ
スプレイショー内にてカーラッピングコンテストを開催。
以降毎年、日本各地でカーラッピング、ペイントプロテ
クションフィルムの競技会を開催し、多くの観客、選手
を集めた

▪ 本年もペイントプロテクションフィルムのコンテストを
名古屋モビリティショーという影響力のあるイベント内
で行うことにより、施工者の育成とフィルム施工への深
い関心を持って頂き、業界の活性化を狙う。

▪ 名古屋モビリティショーで開催することで多くの参加
者と来場者、企業にコンテストをライブで見学してもら
い、日本では稀な競争による技術革新を目の当たりに
することができる。また、多くのメディアとSNSへの発信
によりPPFの認知度UP,またカーディテイリング業に関
わる人々の新たな来場客の促進につなげることがで
きる。



参加者は日本全国のプロテク
ションフィルム施工業者・カー
ラッピング業者など、多業種に
わたるカーディテイリング業者

▪ 参加人数は30名から40名を予定

▪ 昨年開催したPPF選手権では36名が出場

▪ 普段は目にすることがほとんどない、フィルムの

施工を見ることによって、商品理解の推進と潜在顧

客層へのアプローチにつながる。 

▪ JCWAと観戦者によるSNSへの掲出により名古屋

モビリティショーがアジアはじめ世界への情報発信と

なる。



競技内容（仮）

▪ 参加人数30～40名

▪ 競技車両に ペイントプロテクションフィルム施工

1日目

車両プロテクション施工 Round1,2 40名→24名

2日目

車両プロテクション施工 Round3,4 24名→8名

3日目

車両プロテクション施工 SEMIFINAL 8名→4名

車両プロテクション施工 FINAL 4名

表彰式



ペイントプロテクションフィルム施工



必要な設備とスペース

▪ バックパネルパーテーション

▪ パンチングカーペット

▪ 電気（１００v ２０A６回路）

▪ 車両4台 設置

▪ 最低スペースは１８m×11m

▪ 資材置き場はバックヤード使用



バックパネルへの企業名掲載

大会中パンフレットをブース内に設置

協会ホームページ及びSNSでの企業協賛紹介

協賛品を参加賞、賞典として参加者へ贈呈

大会MCにて企業名をご紹介します

企業名の掲載は上位企業様のロゴより順に小さくなります

大会スポンサー募集

申し込みスポンサー枠 数 協賛項目

プラチナスポンサー 1社
①協賛費：1,200,000円
②PPF 60インチ 15m×5本

ゴールドスポンサー 1社
①協賛費：1,000,000円
②PPF 60インチ 15m×4本

シルバースポンサー １社
①協賛費：500,000円
②PPF 60インチ 15m×3本

スポンサー①
制限
なし

協賛費：200,000円

スポンサー②
制限
なし

①協賛費：100,000円
②参加賞商品40個

スポンサー③
制限
なし

参加賞商品40個＋上位4名商品

サポートA
制限
なし

協賛費：50,000円

サポートB
制限
なし

参加賞商品40個
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